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日かげと緑の実証フィールドにおける枯れない緑化植物種の特定
ー日照条件の分析および緑化植物種の健全度評価ー

Identification of greenery plant species growing in the “Sun-Shaded and Green Demonstration Field”
- Evaluation of sunlight conditions and selection of optimal greenery plant species -

研究の目的

安藤ハザマ技術研究所（茨城県つくば市）では，緑化が有する機能を

実空間において発揮させるために「緑の実証フィールド」の整備を進め

ている．その一つとして，生物多様性保全などの効果を発揮する基盤と

なる緑化植物の適切な日照条件を明らかにするために，四方を建物の壁

に囲まれた「日かげと緑の実証フィールド」（以下，フィールド）を整備

した（写真- 1）．本フィールドでは，日射量計測ならびに植物の生育調

査を実施し，フィールドの日照条件と植物種ごとの健全度の関係性を評

価している．本研究では，本フィールドの構築計画，調査計画ならびに

調査結果について報告する．

研究の概要

フィールド構築計画では，四方を壁に囲まれた本フィールド

特有の日照条件を把握するために，日照シミュレーションを実

施した．その結果をもとに，フィールドを 5つのエリアに分け，

各エリアに対して草本植物を一律に配植する計画を策定した．

次に，低日照条件における適応可能性を検討する植物種として，

園芸品種など計34種を採用し，そのうち29種を調査対象とした．

調査計画では，フィールド内の日照条件と植物種ごとの健全

度の関係性を評価するために，日射量の計測ならびに植物の生

育調査を実施した．フィールド内に照射される日射を同時多点

的に計測するため，基準点には全天日射計を設置し，各植物に

照射される日射量には日射計フィルムを用いて計測した．各植

物に照射される日射量は，全天日射計で得た積算日射量および

フィルムの退色率をもとに推定した．植物種の生育調査につい

ては，健全度評価，葉張り計測，葉緑素量（SPAD）計測による

評価を行った．目視観察による生育可否判定では，実験植物を

4 段階に分類した．葉張りについては，各エリアに配植された

代表株の葉の広がりを測定した．葉緑素量は SPAD 値を測定し，

常緑低木や多年草，宿根草への適用可否を検証した．

結　論

日照条件については，フィールド内の各エリアにおける積算

日射量を計測し，エリアごとに明確な差が生じることが確認

された（表- 1）．特に，直射日光が届きにくいエリアでは積

算日射量が低かったことから，光環境の量的評価を行ったう

えで配植位置を決定する必要があることが示された．植物種

ごとの健全度評価については，29 種のうち，斑入りの品種を

含む 17 種が全エリアで健全に生育していることが確認された

（表- 2）．葉張りの計測結果からは，健全度と葉張りの増加率

に弱い正の相関関係が認められ，植物の生育状況を定量的に

評価できる可能性が示された．SPAD 値の適用検証については，

適用実績の少ない緑化植物においても生育ステージに伴う葉緑

素量の変化が確認できたことから，有効な指標となり得るもの

と考えられる．

表- 1　実験植物が受けた積算日射量

表- 2　健全度評価の結果

写真- 1　日かげと緑の実証フィールド


